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① 事業内容	
広大な八王子市は都市機能と自然資源を併せ持つ恵

まれた立地にある。本学も新興住宅地域と里山が隣

接する地域にあるが、街灯もない夜の山林には滅多

に立ち入らない。一方で近年は投影型映像や照明演

出を活かした夜型イベントが人気を集めている。そ

こでこれらふたつの状況を組み合わせ、里山での映

像アトラクション体験を企画した。夜の森を散策す

ることは、特に子供には普段は許されておらず、それ

ゆえに特別な高揚感を味わえる。その点に鑑み、投影

影像により森の陰影を浮かび上がらせるプロジェク

ションマッピングやライティング・オブジェのイル

ミネーション演出、インタラクティブな要素を盛り

込んだ架空の物語世界を散策するコースをデザイン

した。宇津貫緑地の保全活動を行なっている宇津貫

みどりの会の方々にも警備や運営面でご協力をいた

だいた。	

	

② 実施報告	
イベント当日までの制作は主に学生７人が主体とな

って役割を分担し行った。	

【広報班】	

宇津貫緑地周辺小学校に配布するフライヤーの制作

と告知等を行うイベント特設ページ制作を担当。	

	

(図1)(図2)実際に小学校へ配布したフライヤー	

	

	 	

	

	

	

	

	

(図3)(図4)広報のイベント特設ページ	

【アナログオーナメント班】	

イルミネーションやライティングオブジェの制

作、装飾を担当。	

	

 
 
 
 
 
 
	

	

(図5)当日の装飾の様子 

【映像班】 
散策ルートの７か所に設置したプロジェクターで

投影するプロジェクションマッピングに使用する

映像、イベントのコア部分の制作を担当。	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(図6)当日のプロジェクションマッピングの様子	

 
	



八王子みなみ野駅からバスで15分ほどの所にある

宇津貫緑地内の、我々が歩いて20分程度で全体を

巡る事が出来る範囲を会場とした。当日は緑地の中

央に建つログハウスで、ミニイベントや映像化ガイ

ダンスを行った。天候により9月16日のみの開催

となった。ログハウス前の広場にテントを設け、当

メンバーによる記念缶バッジ作りコーナーや東京造

形大学と多摩美術大学の学生が運営するアクセサリ

ーショップmintakaのショップ、社会福祉法人由木

かたくりの会の菓子販売を行なった。散策は５人１

組でスタート時間をずらして運営したので、待ち時

間も楽しんで頂けるようログハウス内イベントと

し、宇津貫緑地のトレイルカメラ映像鑑賞やオカリ

ナサークル演奏会を催した。ナイトウォークは多く

の人が写真を撮影したり、普段静まりかえる夜の森

に賑やかな笑い声が響いたりして、ゴールチェック

時には皆さんが笑顔で楽しかったと言って下さっ

た。	

事業終了後、１２月９日に行われた第１０回大学コ

ンソーシアム八王子学生発表会の「観光セッショ

ン」で発表も行った。 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図6)(図7)当日のナイトウォークの様子	

	

	

	

	

	

	

 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図8)(図9)(図10)当日のナイトウォークの様子	

③ 事業を実施した感想 
実際に制作したものを見てもらい感想を直接聞く

ことが出来るというのは新鮮な体験だった。また

他の場所でも、その場所やその季節に合わせた内

容の映像コンテンツを用意して、家族で楽しめる

八王子の夜の観光コンテンツとして様々な機会に

開催できると考える。反省点としては、入場受付の

混雑・混乱回避として入場受付はスマホ・PC での

予約制による運営管理、現地ではQRコードで入場

が出来る電子チケットの導入を検討する。今回の

運営を通して、主催者直営店舗での記念品作りワ

ークショップ、物販や飲食物露店は、非日常の賑わ

い演出や滞在体験の多様化など時間消費型イベン

トのユーザー体験の質向上だけでなく、持続的な

運営のための費用捻出にも貢献することが確認さ

れた。	


